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皮膚科領域 におけるCefdinirの 基礎的 ・臨床的検討
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新 し く開発 された セ フェ ム系経 口剤 で あ るcefdinir(CFDN)の 皮膚 科 領域 にお け る基礎 的 ・臨床

的検 討 を行 い以下 の 結 果 を得 た。

1)皮 膚 感 染 病巣 よ り分 離 したSt4phylococcus aureus55株 中 メ チ シ リン感 受 性株35株 に対 す る

80%MIC(接 種菌 量106CFU/ml)は,0.78μg/mlで あ りCCL,ABPCに 比 し,そ れ ぞれ3管 およ

び6管 優 れ て い た。 また,メ チ シ リン耐性 株20株 に おい て も他 剤 に比 し同等 以上 の 抗菌 力 を示 した。

2)空 腹 時 に100mg内 服 した場 合 の3例 で の ヒ ト血 漿 中,皮 膚 内 濃度(皮 膚 内移行 率)は 各0.955

μg/ml(3時 間後)/0.066μg/g(2時 間40分 後)(6.9%),1.01μg/ml(4時 間5分 後)/0.156μg/

g(4時 間13分 後)(15.4%),1.07μg/ml(4時 間20分 後)/0.354μg/g(4時 間20分 後)(33.1%)

であ っ た。

3) 皮 膚 感染 症38例 にCFDNを1日150～600mg3分 服 で使 用 した。著効18例,有 効15例,や や有

効3例,無 効1例,効 果 判定 除 外1例 で 有効 率89.2%で あ った。1例 に軽 度 の食 欲 不振 が み られ た。

臨 床検 査 値 異常 は認 め られ なか った。
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Cefdinir (CFDN)は,藤 沢薬品研究所 で開発 された経ロセ

フェム剤 であ り,グ ラム陽性,陰 性 菌に対 し広範な抗菌スペク

トラム を有 し,特 にSt4phylococcus aureus,Staphylococcus

epidermidis, Streptococcus pyogenes,Streptococcus

pneumoniaeな どの グラム陽性菌に対 し優れ た抗 菌力 を示 す。

今回,我 々は,CFDNを 使用す る機会 を得て,皮 膚科領域に

お ける基礎的 ・臨床的検討 を行 い,皮 膚細菌感 染症に対す る

本剤の有効 性および安全性 を検討 したの で報告 する。

1.材 料 と 方 法

1.基 礎 的検 討

1) 抗 菌 力

岡 山大 学 皮 膚科 の 外来,入 院患 者 の皮 膚 感 染病 巣 よ り

分 離 され たS.aureus55株 に対 す るCFDNのMICを,接

種 菌 量106CFU/mlに て 日本 化 学療 法 学 会 標 準 法 に よ り

測 定 した。対 照 と してcefaclor(CCL),ampicillin

(ABPC)のMICも 同様に測定した。

2)ヒ ト血漿中 ・皮膚内濃度の測定

1987年11月,12月 に,岡 山大学皮膚科で組織切除術を

施行する患者3例 に,患者の同意の下CFDNを100mg空

腹時に,1回 経口投与し,2時 間40分 ～4時 間20分後に

採血,採 皮し,bioassay法 により濃度を測定したσ

2.臨 床的検討

1987年4月 より1988年2月 までに標記参加4施 設の外

来,入 院患者の皮膚感染症を対象とした。対象疾患は,

第1群 〔毛嚢(包)炎,ボ ックハル ト膿痂疹,尋 常性毛

瘡〕,第II群 〔痴,痴 腫症,癌,急 性爪囲炎(ひ ょう疽を

含む)〕,第III群 〔伝染性膿痂疹〕,第IV群 〔丹毒,蜂 巣炎

(蜂窩織炎),リ ンパ管(節)炎 〕,第V群 〔皮下膿瘍,

化膿性汗腺炎,感 染性粉瘤〕,第VI群 〔二次感染(急性の
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ものに限る)〕と群別した。使用症例数は38例 で,そ の内

訳は毛包炎8例,痴11例,廊 腫症4例 ・急性爪囲炎6例 ・

伝染性膿痂疹1例,蜂 巣炎2例 ・ リンパ節炎1例 ・皮下

膿瘍1例,化 膿性汗腺炎1例 ・感染性粉瘤2例 ・色素性

母斑術後二次感染1例 および足白癬の二次感染の1例 で

あった。なお,対 象の組入れに際しては,本 試験実施に

対する患者もしくは家族の同意を得た。CFDNの 内服量

は1日150～600mgを3分 服 とした。外科的処置は細菌

培養のための最小限度の穿刺以外は行わず,薬 効に影響

を及ぼすと考えられる併用療法 も極力避けた。効果判定

は,自他覚所見に基づいて主治医の主観的判断により著

効(excellent),有効(good),や や有効(fair),無 効(poor)

の4段階で判定した。原則 として,投 与前後に細菌学的

検査を行った。分離菌のMICは,東 京総合臨床検査セン

ターにて測定した。また,可 能な限り投与前後に臨床検

CCL; cefaclor, ABPC; ampicillin
-

…Peak MIC

()…80%MIC

Fig. 1. Sensitivity distribution of clinical isolates of
methicillin-sensitive Staphylococcus aureus
(MSSA, DMPPC MIC: 6.25/2g/m1(106CFU/
ml)) 35 strains.

査を施行した。

II. 結 果

1. 基礎 的 検 討

1) 抗菌 力

Samus55株 中 メ チ シ リ ン感 受 性 株(MSSA)は35

株,メ チ シ リン耐 性株(MRSA)は20株 で あ り,こ れ ら

に対 す るCFDN,CCL,ABPCのMICの 累積 百 分 率 曲

線 をMssA,MRsAに 分 け てFig.1, Fig.2に 示 す 。

MSSAに つ い て はCFDNのMIC分 布 の ピー ク は0.39

μg/mlに あ り,80%MICは0.78μg/mlに あ った 。CCL

で は ピー ク は3.13μg/mlに あ り80%MICは6.25μg/ml,

ABPCで は ピー ク は3.13μg/ml,80%MICは50μg/ml

で あ っ た。CFDNの80%MICはCCL,ABPCに 比 しそれ

ぞ れ3管 お よび6管 優 れ,CCL,ABPCに 優 る抗 菌 力 を

CCL; cefaclor, ABPC ampicillin
-

Peak MIC

()…80%MIC

Fig. 2. Sensitivity distribution of clinical isolates of
methicillin-resistant Staphylococcus aureus

(MRSA, DMPPC MIC: 12.5g/ml (106
CFU/m1)) 20 strains.

Table 1. Plasma and skin levels of CFDN

(CFDN 100mg p.o. fasting)
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Table 3. Clinical efficacy of CFDN

示 した 。一 方,MRSAに つ い て もCFDNのMIC分 布 の

ピー ク は6.25μg/ml,80%MICは50μg/mlで,CCL,

ABPCに 比 し同等 以上 の 抗菌 力 を示 した 。

2) ヒ トの 血 漿 中 ・皮膚 内 濃度(Table1)

3例 の血 漿 中 濃度 は,0.955μg/ml(3時 間後),1.01

μg/ml(4時 間5分 後),1.07μg/ml(4時 間20分 後)で

あ り,皮 膚 内 濃 度 お よび皮 膚 内移行(%)は,0.066μg/

g(6.9%),0.156μg/g(15.4%),0.354μg/g(33.1%)

で あ った。

2. 臨床 的 検討(Table2)

38例 に本 剤 を使 用 した が,内1例(廊 腫 症)症 例No38

は試 験期 間 中 に 同時 に眼科 を受診 し,眼 科 で処 方 され た

抗 生 剤(オ フ ロキサ シ ン)の 眼軟 膏 を顔 面 患部 全 体 に使

用 した た め臨床 効 果 判定 か ら除外 した。 臨 床効 果 判 定症

例 の 性別 は,男 性22例,女 性15例 で年齢 は,15～81歳 。

臨 床 効果 は,著 効18例,有 効15例,や や有 効3例,無 効

1例 で著 効,有 効 を合 わ せ る と,有 効 率 は89.2%で あ っ

た。疾 患 別 臨 床 効 果(Table3)を み る と,毛 包 炎7/

8(87.5%),廊11/11(100%),廊 腫症2/2,急 性 爪 囲 炎

6/6(100%),伝 染 性膿 痂 疹1/1,蜂 巣 炎2/2,リ ン

パ 節 炎1/1,皮 下膿 瘍0/1,化 膿 性 汗 腺 炎1/1,

感 染性 粉 瘤2/2,二 次 感 染0/2で あ った。 投 与 前 の

分 離 菌 は,S.aureus11例,coagulase negative Sta-

phylococcus (以下CNSと 略 す)6例 お よ び両菌 分 離1例

で あ っ た。菌 消 失 率 は,100%で あ っ た。分 離菌 別 の 有効

率 は,S.aurms 90.9%,CNS100%で あ った。 副 作 用 は

臨 床効 果 除 外例1例 も含 めた計38例 中1例(症 例NG35)

に軽 度 の 食 欲不 振 が み られ た。 本 症状 は投 与5日 目に発

現 し,試 験 終 了 日(7日 目)に も継 続 して いた。試験終

了 後,来 院 しな いた め詳 細 な経過 は不明 であ るが,そ の

後 の連 絡 で症 状 の 消失 を確認 した。 試験期 間 中他剤 の併

用 もない こ とか ら本 剤 との関連 性 が示 唆 された。25例 に

つ い て本 剤投 与後 に臨 床検 査 を実 施 した(Table4)。 そ

の結 果,薬 剤 に起 因 す る と考 えられ る臨床検 査値異常変

動 は認 め られ な か った 。 なお,症 例No.22に おい て本剤投

与 後 白血球 数 の減 少 が み られ たが,本 症例 の 白血球数は

以 前 よ り2,000～3,000台 で推 移 して お り,本 剤の影響に

よ り減 少 した もの で はな い と考 え られ た。また,症 例No31

に お いて は投 与後GOT,GPTの 上 昇が み られ たが,本

症 例 はア ル コー ル性肝 障害 が あ り,本 剤投与 に よる上昇

で はな い と思 わ れ た。

III. 考 察

最 近,経 ロ セ フ ェム と して は,グ ラム陰性 桿菌 に対 し

て強 力 な抗 菌 力 を もつ いわ ゆ る第3世 代 セ フェムが開発

され て きた。 しか し,こ れ らの薬 剤 は,グ ラム陽性菌に

対 す る抗 菌 力 が劣 る とい う欠点 が あ る。皮膚 感染症の起

炎 菌 と して は,依 然 と してS.aureusが 主体 で あ る1)。

CFDNのS.aureusに 対 す るMIC分 布 はCCL,ABPCと

比 較 して低 値 を示 し,特 に メチ シ リン感 受性 株 にお ける

80%MIC (106CFU/ml接 種)はCCLと 比 較 して3管,

ABPCと 比 較 して6管 感受 性側 であ った。 これは,最 近

開 発 され たい わ ゆ る第3世 代 セ フェム と比較 して極めて

優 れ た抗 菌 力 とい える2.3)。皮 膚へ の移行 は,例 数 は少な

いが 本試 験 で もみ られ る よ うに6.9～33。1%で あ り,これ

はCCLに 比 しやや 移行 率 が 低 く1,4),cefpodoxime prox-



VOL.37 S-2
皮膚科領域におけるCFDNの 検討 989



990 CHEMOTHERAPY DEC. 1989



VOL. 37 S-2 皮膚科領域におけるCFDNの 検討
991

etilと同程度 で あ る2)。臨 床 成績 は37例 中,著 効18例,有

効15例 と有効 率89。2%,混 合感 染 を含 めS.aureusの 分 離

された12例 で も有 効 率91.7%と 良 い結 果 が得 られ た。 副

作用 も軽度の 食欲 不振 が1例 に み られ た の みで,臨 床 検

査値の異常変動 もみ られ ず 安全 性 も高 い と考 え られ た こ

とを勘 案す る と,CFDNは,特 に皮 膚科 領 域 に お い て有

用な薬 剤 と考 え られ る。
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We investigated cefdinir (CFDN), a new oral cephem preparation, basically and clinically to evaluate its
usefulness in dermatology, and obtained the following results.

1) MICs of CFDN , cefaclor(CCL), and ampicillin(ABPC) against 55 strains of Staphylococcus aureus
isolated from infected skin lesions were determined. The 80% MICs against 35 strains of methicillin-sensitive
S.aureus were 0.78pg/ml for CFDN, 50pg/m1 for CCL and 6.25 pg/ml for ABPC.

2) Three patients undergoing operation received 100mg of CFDN, and (skin/serum ratios) were 0 .066 pg/
g and 0.955 pg/m1(6.9%) at 3h, 0.156pg/g and 1.01pg/m1(15.4%) at 4 h. and 5 min. and 0.354//g/g and 1.07
pg/ml(33.1%) at 4 h. and 20 min.

3) CFDN was used clinically in 38 patients with acute skin infection, and the followong results were
obtained: excellent 18, good 15, fair 3 and poor 1. One patient was excluded form the evaluation of efficacy .
The efficacy rate was 89 .2%.

One patient complained of slight loss of appetite, but no abnormal laboratory findings were observed .


